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　認知症の人を支える家族の会・比和「未来
の会」は、認知症について正しく知ってもらうた
めの「あしたのカフェ」を運営しています。
　認知症について学ぶ手作り紙芝居や、介護
予防の体操、ときには野菜作りや料理の話も
まじえ、専門的になり過ぎない和やかなカフェ
です。毎月第3火曜日に比和の温泉施設あけ
ぼの荘で開催されています。
　代表の田辺静香さんは、「誰でも認知症にな
りえます。本人、家族が安心して生活するためには、地域の誰もが自分のこととして、認知症を
正しく理解することが大切です。認知症になると、自分の中で起こっている変化に不安や怖さ
を感じます。糸のように細くてもいいから誰かとつながり、誰もが一人で悩むことが無いように
したい」と言われます。
　会場のあけぼの荘まで行くことができない方、時間が合わない方のために、サロンや自治
会へ出向く「出張カフェ」も計画中です。
　認知症は種類によって、症状の進行を遅らせることができます。早期発見、早期受診につな
げる事が重要です。不安に思ったら、家族はもちろん、地域でもそっと相談できる場所がある
と嬉しいですね。

認知症になっても最後まで比和で暮らしたい

知っとる知っとる!?

暮らしのよろず相談特
集 4P～5P

未来の会の皆さん
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シニア体験シニア体験

サロン訪問による世代間交流サロン訪問による世代間交流

さつまいもの栽培を通じた世代間交流さつまいもの栽培を通じた世代間交流

そば打ち交流会そば打ち交流会

夏季自然教室 川と遊ぼう！夏季自然教室 川と遊ぼう！

（比和地域センター　周藤 美佳）

昨年は、1年を通して比和
小学校福祉教育にもご協
力いただきました。未来の
会の皆さんは
いつも楽しそうに
活動されていて、私も
たくさんの元気をいた
だいてます。これからも
よろしくお願いします。“地域を知る、そして笑顔”（地域に学ぶ交流活動事業助成金）
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赤い羽根共同募金運動が
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　八幡地域では、赤い羽根共同募金を活用し伝
統文化や行事等の継承を目的に「ぽんぽこ夏祭
り」を実施しています。園児・小学生から地域のお
年寄りまで参加し交流を図る場となっています。
　目玉は比婆荒神神楽（西城紫水高校）＆吹奏楽
演奏（東城高校）の熱演！ 感染予防シートやフェイ
スシールド越しの観覧でしたが、その迫力に、大
人も園児も目を丸くして見入っていました。

　油木高校の協力で、夏祭りの様子が、茨城、東
京、大阪、広島、呉、三次にインターネットで配信
されました。
　６家庭１６人がインターネットで同時に参加し、
交流の輪がぽんぽこ山保育園から更に広がりま
した。

　戦後の生活困窮のときに「困ったときはお互いさま」の気持ちから、市民主体の民間活動として共同募金
運動は始まりました。この活動はやがて「国民たすけあい運動」として広まり、被災した福祉施設への支援が
行われ、戦後復興の一助となりました。現在では、地域福祉の推進を目的に、地域課題の解決に取り組む民
間団体の支援に活用されています。
　令和元年度に庄原市全域の皆様からご協力いただいた募金総額7,665,000円のうち4,151,425円が、
庄原市社協へ配分され、庄原市の地域福祉活動の財源となっています。
　庄原市社協では福祉教育、不登校やひきこもり、経済的困窮世帯の支援等に皆様からの募金を活用して
います。今年度も、赤い羽根共同募金運動にご協力いただきますようよろしくお願いいたします。

地域テーマ募金　取り組み事例　八幡創生プロジェクト ぽんぽこ夏祭り

広島県
共同募金会

（会長　池谷 公二郎）

令和2年度 一般配分金配分事業

街頭募金中止のお知らせ

庄原市社会福祉協議会
4,151,425円（一般配分金）

庄原市を含む県域の地域福祉活動に配分
●地域テーマ募金　 　　　
●歳末たすけあい募金 など

県域の地域福祉活動（庄原分）
● 地域福祉推進特別事業配分金　1,050,000円
● 緊急即応事業配分金　　　　　1,000,000円
● NHK歳末たすけあい配分金　　1,000,000円
● 地域テーマ募金　　　　　　　 1,099,418円

毎年、10月1日に実施しておりました街頭募金運動
は、新型コロナウィルス感染症感染防止のため本年
度は中止させていただきます。

皆様からご協力いただいた
募金 7,285,134円
　　　　　　　　　（令和元年度）

庄原市共同募金委員会
（会長　木山 耕三）

１．地域福祉活動配分金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 954,000円
共同募金運動にご協力いただいた自治振興区等に対
し、募金額の一部を配分。

5．歳末たすけあい芸能大会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 150,000円
市民や各種団体、ボランティアの協力のもと、趣味の
グループ活動をされている方に対して、日頃の成果
を発表する場を設定し、世代間交流を図る。

２．小さな地域づくり活動応援事業 ・・・1,728,425円
地域の多様な団体が取り組む支え合いの仕組みづくり
などの促進を目的に助成金を交付する。

３．地域に学ぶ交流活動事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 791,000円
地域と学校が連携した地域づくり活動の促進を目的
に、学校へ助成金を交付する。

４．支え合い支援事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 259,000円
住民互助の仕組みづくりを支援・促進することを目的
に地域の課題解決に向けた研修・勉強会を実施。

６．しょうばら・さくらプロジェクト ・・・・・・・・・・・・・・ 30,000円
市内の各関係機関と連携し、ひきこもり状態の本人と
家族を支えるしくみ、本人の居場所や活躍できる機会
などをつくる。

７．ボランティアセンター運営事業 ・・・・・・・・ 239,000円
ボランティアに関する相談や受付、情報収集、また研
修会などを実施し、住民による支え合いのまちづくり
を推進。

〇懐かしい人
に

   会えて話せ
て

   よかった。

〇オンラインでの交流はテレビの中の
   事だと思っていたが、　ぽんぽこ山
   保育園からリモート配信されたのを
   みて感動した。 〇リモートでの参加は

   楽しかったこれからも
   続けてほしい。

オンライン
で

配信！！

　「口和新月マルシェの会」は人と人をつなげる為に、「和顔愛語（穏やかな笑顔と優しい言葉かけ）」を
モットーに、「和げん新月マルシェ」「お出かけ満月マルシェ」を開催し、地域のみなさんと楽しく過ごせる
場所を作っています。

わげん あいご

小さな地域づくり活動応援事業　取り組み事例　口和新月マルシェの会

地域テーマ募金については、6ページもご覧ください

10月1日 ～

お出かけ
満月マルシェ

　新月マルシェに来られな
い方、外出が難しい方の手
助けや声掛け、見守りとな
るように訪問販売をしてい
ます。今は、地域で行われ
ているサロンへお邪魔して
いますが、町内外の小さな
集まりの場へも訪問できれ
ばと考えています。

　代表者の実家の
古民家で、旧暦の新
月の日に、町内の農
産物や加工品、自家
製チーズやこだわり
のパン、スイーツ、雑
貨などを販売しています。日頃、顔を合わせることの
少ない人達が、「くつろぎながらつながりができるよ
うに」と始まりました。

和げん
新月マルシェ
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　　ものわすれが多くなってくると、自分に自信がなくなり、判断が正
しいのかといった不安も増えてきますよね。通帳や印鑑の管理などに
ついては「福祉サービス利用援助事業（かけはし）」も利用できます。
　「かけはし」では、生活に必要なお金の出し入れ、郵便物の確認や各
種サービスへの届け出・申込みなどの手続きを一緒に考え、お手伝い
します。
　ものわすれだけでなく、年齢を重ねるとできないことも増えていくで
しょう。ですが、できるだけ住み慣れた地域で暮らせるよう、いろいろ
な場面でお手伝いしますので、今のうちからみなさんのお話を聞かせ
てください。いつでもお伺いします！

身体が不自由になっても、必ず施設に入るわけではありません。
身体のどこがどんな風に不自由なのか、ご本人とご家族がどうしたいと
思われているのか、どうしたら希望がかなえられるだろうかなど、一緒に
考えていきましょう。私たちは在宅生活を支えるプロフェッショナルです。
あなたの希望にそって、これからの暮らしの生活設計をお手伝いします。
社協には安心して生活するための在宅生活を支えるサービスがたくさ
んあり、柔軟で幅広い対応をすることができます。

ひとりになった時の暮らしを考えると不安になりますよね？元気なうち
に地域とのつながりを作ることが大切です。いざという時に助けてもら
える方が近くにたくさんいると心強いですよ。
おひとりになっても、お茶のみ友達とおしゃべりしたり、地域のサロン
に参加して元気ハツラツに暮らしている方もたくさんいらっしゃいます。
サロンがない場合は作ることもできます。同じ思いの人が案外近くにい
るかもしれませんよ！
また、ご家族に思いを伝えていますか？「家で暮らし続けたい」とか「家
族の近くに行きたい」とかあると思いますが、できるだけ願いが叶うよう
普段から話をしてきましょう！
他にも身の回りの困りごと、家族には話しにくいことなど不安なことが
あればその都度ご相談くださいね。

　　　家族や地域の人の力を借りながら、福祉サービスを利用して住
　　み慣れた家で生活できます。ヘルパー(訪問介護)を活用してみて
は、いかがでしょうか？日常生活において、自分では行うことが難しく
なってきたことをヘルパーがお手伝いします。
　① 腰や膝が痛くなり、思うように動けない・・・
　　 → 掃除・調理・洗濯など、相談しながら行っていきます
　② 運転ができなくなり、買物に困っている・・・
　　 →買物を代行します
　また、訪問の際には体調についてもお伺いしますので、気になること
があれば、いつでもご相談ください。

体が不自由になってきたら、老人ホームなど施設に入らない
といけなくなるの？

暮らしのよろず相談！暮らしのよろず相談！子どもは離れて暮らして
いるし、心配かけたくない。
でも、今後年老いていく中で、
いつまで住み慣れた地域で暮
らし続けられるのだろうか？

　少子高齢社会といわれる中、じゃあ自分たちの暮らしは・・・
というあなたの不安に社協職員がお答えします！

Q1

A1

A2

A3

A1

現在は夫婦二人の生活だけど、配偶者が亡くなった後どうな
るんだろう？

Q2

ものわすれが多くなってきて、金銭管理も難しくなってきたら
どうしよう・・・

Q3

ケアマネジャー
堂面 悦子

地域福祉コーディネーター
佐々木 志保
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7 6ShakyoShakyo

ありがとうございますありがとうございます 社会福祉事業に寄付をお寄せいただきました。
ここに、ご芳名を報告させていただきますとともに、こころよりお礼申しあげます。
寄付者ご本人の承諾のもと、氏名等を掲載しております。（順不同）令和2年9月

（8月1日～8月31日受付分）
寄付者紹介

※本年度より敬称を省略とさせていただきます。
本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税の寄付金控除の対象となります。

見舞い返しにかえて
寄付者住所 氏　名

【庄原】
東本町

大久保町

掛田町

玉川　孝子

神田　勝子

黒田　貞夫

【比和】
比和

古頃

木屋原

足立　輝昭

南場　正夫

兼丸　昌治

川北町 佐竹恵美子

一　般　寄　付
【庄原】

息子へのご厚情ありがとうございました。

外出支援事業おでかけ応援隊
【庄原】

谷川税理士事務所

近藤　良人

セブン-イレブン庄原新庄店

クリーンコンサルタント㈲

㈲ステップ

Ｈａｎａ　ｈａｉｒ

㈲ヨシカワ

セラ百貨店

【西城】

三協自動車㈱

【比和】

長谷　誠

【口和】

大谷　邦男

かがわ

（2口）

香典返しにかえて
続柄 故人名 地区 寄付者

【庄原】
母

夫

夫

夫

母

父

父

父

母

母

母

母

母

母

父

妻

夫

兄

今井　智子

堀川　昌弘

久保田安朗

入江　吉彦

安永富貴子

宮脇　孝行

菅原　道敬

沖田　至

中田ハツエ

堀江　フユ

高宮サカエ

瀧口スミヱ

沖野　秋子

白池　喜子

長重　元規

川本スエコ

重永　和宏

石本　武

東本町

東本町

西本町

高町

峰田町

春田町

実留町

一木町

一木町

板橋町

上原町

七塚町

七塚町

田原町

平和町

水越町

水越町

埼玉県

鈴木美佐緒

堀川眞由美

久保田玲子

入江　善美

安永　雅文

宮脇　新悟

菅原　真道

沖田　英二

中田　博明

堀江　静人

高宮千恵美

瀧口　和子

沖野　正春

白池　和義

長重　元文

川本　春夫

重永　興世

石本　光司

父

父

【東城】

藤原　卓男

川崎　和明

川東

小奴可

藤原　康孝

川崎　実伸

母

母

妻

【口和】

長上　安子

大谷ツルエ

宮川千鶴子

湯木

金田

向泉

長上　深雪

大谷　邦男

宮川　住寿

【比和】
母

夫

名越　冨榮

野田　幹夫

比和

木屋原

名越　禎一

野田　保江

【総領】
父 和田　満昭 黒目 和田　孝

【高野】
母 繁田　弘子 下湯川 繁田　直子

皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に貴重な財源として活用しています。
今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

【西城】
母

母

父

母

 櫃田　睦子

 溝口　文子

 福本　秀輝

 藤原三重子

大佐

大佐

中野

高尾

櫃田　尚宏

溝口　光明

福本　和治

三上　伸江

受付は、地域共生推進課まで

【受付時間／8：30～17：30】

● 日　　時：

● 場　　所：
● 相談内容：

10月21日（水）
13：00～16：00
高野福祉保健センター
不動産の名義変更、相続登記・遺言、借金
の整理、成年後見、会社の登記、簡易裁判
所訴訟代理など

● 日　　時：

● 場　　所：
● 相談内容：

10月23日(金)
12：45～15：45
庄原市ふれあいセンター
賃貸に関するトラブル、交通事故、相続、
離婚、借金問題、消費者トラブルなど

080－5239－4085

よろず相談のご案内よろず相談のご案内よろず相談のご案内

専門相談のご案内

司法書士相談

●年齢を重ねるにつれ、色々な手続きの判断が難しくなった…
●家族の介護について気になることがある…　など

1人で悩んでいませんか？
社会福祉協議会は、24時間365日あらゆる相談を受け付けています。

法律相談（弁護士相談）
【いずれも要予約・先着順】

（0824）75－0345 ●早朝・夜間、緊急時地域共生推進課

45分
以内

30分
以内

庄原地域センター　0824‐72‐5151　　高野地域センター　0824‐86‐3044　　
西城地域センター　0824‐82‐2953　　比和地域センター　0824‐85‐2300
東城地域センター　08477‐2‐0488　　総領地域センター　0824‐88‐2796
口和地域センター　0824‐89‐2320

新しい支えあい活動の実現に向けて、地域の福祉
課題を解決するための事業を企画実施する団体へ
活動費を配分します。

●社会福祉協議会各地域センターにある専用の応募用
　 紙に必要事項をご記入のうえ、令和2年11月30日(月)
　 までに提出してください。
●参加団体の要件など、詳しくは社会福祉協議会の
　 各地域センターまでご相談ください。

　　地域テーマ
募金配分事業
　　地域テーマ
募金配分事業

☆地域の住民団体等が地域の
様々な課題を解決する取り組み
☆市町教育委員会・学校等、地域
の子ども達だけでなく、子どもの
周囲の大人も担い手となり、地
域コミュニティの関係性を向上
させる取り組み

参加団体は目標額を設定し募金
活動を行い、募金額に応じて上乗
せし配分する。

① 配分対象　となる事業

③ 配分事業　 実施期間

② 配 分 額

令和3年４月 ～ 令和4年３月

赤い羽根
共同募金 
赤い羽根
共同募金 お知らせお知らせ
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東城地域センター　08477‐2‐0488　　総領地域センター　0824‐88‐2796
口和地域センター　0824‐89‐2320

新しい支えあい活動の実現に向けて、地域の福祉
課題を解決するための事業を企画実施する団体へ
活動費を配分します。

●社会福祉協議会各地域センターにある専用の応募用
　 紙に必要事項をご記入のうえ、令和2年11月30日(月)
　 までに提出してください。
●参加団体の要件など、詳しくは社会福祉協議会の
　 各地域センターまでご相談ください。

　　地域テーマ
募金配分事業
　　地域テーマ
募金配分事業

☆地域の住民団体等が地域の
様々な課題を解決する取り組み
☆市町教育委員会・学校等、地域
の子ども達だけでなく、子どもの
周囲の大人も担い手となり、地
域コミュニティの関係性を向上
させる取り組み

参加団体は目標額を設定し募金
活動を行い、募金額に応じて上乗
せし配分する。

① 配分対象　となる事業

③ 配分事業　 実施期間

② 配 分 額

令和3年４月 ～ 令和4年３月

赤い羽根
共同募金 
赤い羽根
共同募金 お知らせお知らせ
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　認知症の人を支える家族の会・比和「未来
の会」は、認知症について正しく知ってもらうた
めの「あしたのカフェ」を運営しています。
　認知症について学ぶ手作り紙芝居や、介護
予防の体操、ときには野菜作りや料理の話も
まじえ、専門的になり過ぎない和やかなカフェ
です。毎月第3火曜日に比和の温泉施設あけ
ぼの荘で開催されています。
　代表の田辺静香さんは、「誰でも認知症にな
りえます。本人、家族が安心して生活するためには、地域の誰もが自分のこととして、認知症を
正しく理解することが大切です。認知症になると、自分の中で起こっている変化に不安や怖さ
を感じます。糸のように細くてもいいから誰かとつながり、誰もが一人で悩むことが無いように
したい」と言われます。
　会場のあけぼの荘まで行くことができない方、時間が合わない方のために、サロンや自治
会へ出向く「出張カフェ」も計画中です。
　認知症は種類によって、症状の進行を遅らせることができます。早期発見、早期受診につな
げる事が重要です。不安に思ったら、家族はもちろん、地域でもそっと相談できる場所がある
と嬉しいですね。

認知症になっても最後まで比和で暮らしたい

知っとる知っとる!?

暮らしのよろず相談特
集 4P～5P

未来の会の皆さん

みみ
Focus On !

んなんな
比 和

未来の会

シニア体験シニア体験

サロン訪問による世代間交流サロン訪問による世代間交流

さつまいもの栽培を通じた世代間交流さつまいもの栽培を通じた世代間交流

そば打ち交流会そば打ち交流会

夏季自然教室 川と遊ぼう！夏季自然教室 川と遊ぼう！

（比和地域センター　周藤 美佳）

昨年は、1年を通して比和
小学校福祉教育にもご協
力いただきました。未来の
会の皆さんは
いつも楽しそうに
活動されていて、私も
たくさんの元気をいた
だいてます。これからも
よろしくお願いします。“地域を知る、そして笑顔”（地域に学ぶ交流活動事業助成金）

赤い羽根共同募金    子ども・
地域に学ぶ  　

赤い羽根共同募金    子ども・
地域に学ぶ  　

ここ


